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研究成果の概要（和文）：　古代エジプトの遺跡で典型的な石造文化財であるマスタバ墓の保存状況、劣化の現状、エ
ジプトの管理当局の保全対策をサッカラのイドゥートを事例にエジプト学、建築工学、地盤工学、保存科学、文化財修
復技術の観点から、総合的に研究を行い、問題点を整理した。その際、３次元の精密な記録を作成し、情報リテラシー
の観点から使いやすいデータベースの技術を開発した。
　エジプト革命（2011年１月末）後の政情不安のために、現地での調査ができずに、研究が遅れざるを得なかったが、
代替のデータを使用するなど、可能な限り当初の目的達成をはかり、データベースの開発を達成した。今後は、各種の
データを入力し、活用していくことになる。

研究成果の概要（英文）： We researched Mastaba of Idout, Saqqara, Egypt, in the spheres of Egyptology, Arc
hitectural Engineering, Geotechnical Engineering, Conservation Science, or Conservation Technique. Then, w
e developed a software to document the Idout Mastaba in 3 dimensional camera and to collect the data from 
the various branches, the data being arranged in Information Literacy.
 Because of the unstable situation after the Egyptian Revolution, 2011, there are some times we could not 
work in Egypt and instead we had to fill some data with logical estimates. Now, we succeeded to develop th
e software, and then we are to put the information in the database.
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１．研究開始当初の背景 
 この研究の主たる対象であるものは、エジプ

ト国のサッカラ遺跡群のなかにあるイドゥー

トのマスタバ墓であり、これは、エジプトで

最大規模をもつサッカラ遺跡群の中心にあ

り、かつもっとも美しいレリーフが残り、文

化財としての価値が高いものである。このマ

スタバ墓の地下埋葬室の壁画の修復技術の開

発を2003年度より科学研究費によって行って

きた。これによって、サッカラ、ギザ地域で

の地下埋葬室での壁画の修復技術の開発にほ

ぼ成功しており、また、2005年度よりは住友

財団からの補助によって地下の壁画の修復も

行っていたことから、これらの地下埋葬室の

壁画の修復技術の蓄積を踏まえて、この研究

においては地上部分の石造建築全体の研究に

発展させる段階にあった。さらに2008年度か

ら、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「文

化財の保存修復、技術開発と活用の研究－エ

ジプトを中心にして」が採択されたことから、

地下埋葬室の修復技術を軸にして、日本の基

礎科学の技術を文化財の修復に応用しつつあ

る。この事業と関連させることによって、エ

ジプトの典型的な文化財である石造建築物の

修復技術を全体として日本にて蓄積し、活用

のための提言を行おうとしたものである。  

  
 
２．研究の目的 
古代エジプトの典型的な文化財である石造

建造物の保存状況、劣化の現状、エジプトの

遺跡管理当局の保全対策を、サッカラ地域に

あるイドゥートのマスタバ墓を中心にしてエ

ジプト学、建築工学、地盤工学、保存科学、

文化財修復技術の観点から調査を行い、その

文化財の保全と活用について改善策を提案す

る。その際、３次元カメラによって遺跡の正

確な３次元的な記録を作成し、これに情報リ

テラシーの観点から保存状況、劣化の現状、

エジプトの遺跡管理当局の対策、しかるべき

保全策など必要な情報を蓄積し、活用する方

法を研究する。また同時に、日本ではエジプ

トの石造建造物の修復の技術が蓄積されてい

ないために、日本において石造建築物の保全

技術の実験と実習を行い、エジプトの石造建

築物の保存技術を日本に移転することも目的

とする。  

 
 
３．研究の方法 
３次元カメラでマスタバ墓の撮影を行う。

これに情報学の観点から以下のデータを組み

込み、立体的に活用できるようにする。温湿

度計のデータ、携帯型電子顕微鏡、目視など

による劣化の現状、エジプト人専門家からの

情報、エジプト学からのマスタバ墓の復元デ

ータ、建築・地盤工学、保存科学からの問題

点の指摘などである。また、現地の専門家を

招聘し、日本とエジプトの文化財保存の在り

方について共通の認識に立って保全策を模索

する。最終的には、エジプトの石造建築物の

保全に役立つデータベースを開発し、これに

よってイドゥートを例にして保全の改善策を

提案する。  

 
 
４．研究成果 

エジプトのサッカラ遺跡群で、夏期期間中

にイドゥートのマスタバ墓において調査を

行った。古代エジプトの典型的な文化財であ

る石造建造物の保存状況、劣化の現状、エジ

プトの遺跡管理当局の対策を、エジプト学、

建築工学、地盤工学、保存科学、文化財修復

技術の観点から調査したものであり、文化財

の保全と活用について改善策を提案するた

めの情報を収集した。 

2010 年の夏期には、イドゥートのマスタバ

墓内外の記録作成を３次元レーザーカメラ

によって立体的に行った。劣化状態の原因調

査を保存科学の観点から行い、レリーフの劣

化現状の把握も行った。また、建築・地盤上

の観点からマスタバ墓の問題点を確認し、収

集したデータ活用の方法をメンバーで検討



した。エジプト学の観点からは、現在のマス

タバ墓の抱える問題点を整理した。また、目

視によって劣化状態を確認し、記録し、マス

タバ墓の遺跡として評価し、建築物の本来の

形式を復元する研究を行った。 

また、エジプトの文化財の現状とその対策

についての情報を入手するために、サッカラ

地域遺跡管理官事務所から考古学部門と保

存修復部門の責任者を関西大学に招聘し、現

地での修復情報、つまり、修復の経緯、問題

点、修復の方向性、修復の理念などの情報を

得た。 

なお、冬期(2011 年 2月)に夏期の環境との

違いを比較するために計画していたエジプ

トでの調査は、エジプト革命(2011 年 1月 25

日)の勃発とその後の混乱、外務省の勧告に

よって延期となり、予算を繰り越した。翌年

度の冬期に実施する予定であったが、再度、

エジプトで議会選挙をめぐって混乱が起こ

り、やむを得ず、エジプトと類似した環境下

にある文化財を中国で調査した。 

2011 年の夏期には、イドゥートのマスタバ

墓内で、劣化した壁面を高精細カメラで記録

作成を行った。これによって、レリーフの劣

化状態を正確に知ることができるようにな

り、情報リテラシーの観点から現地調査から

得られた情報を蓄積し、活用することができ

るようになった。建築・地盤上の観点からは、

マスタバ墓の保存上の問題点を検討し、エジ

プト学からは、本来のマスタバ墓の形状と現

状を比較して、保全上の問題点を探った。劣

化状態の調査とその評価については、保存科

学の観点も含めて、それぞれの研究の観点か

らの検討を行い、その成果を総合化して、保

全上の問題と研究の方向性を検討した。また、

マスタバ墓内に気温や相対湿度を記録する

ためのダータ・ロガーを設置し、次年度以降、

マスタバ墓内の環境をベースに保全策を検

討できるようにした。 

なお、海外研究協力者であるカイロ大学の

アフメド・シュエイブ氏とナショナル・リサ

ーチ・センターのアーデル・アカリシュ氏か

ら、エジプト文化財の石材劣化の特性の解明、

および、エジプト文化財の化学的劣化の特性

の解明についての情報を入手した。また、日

本においても上記のアフメド・シュエイブ氏

の助言をもとに石造建築物の保全技術の基

礎的な実験と実習を行った。 

2012 年度は、８月～９月にかけてエジプト

学、文化財科学、建築工学、文化財復元技術、

メディア情報処理学の観点から調査を行っ

た。 

 エジプト学の見地からは、このマスタバ墓

のレリーフと石造建築物の復元を行うため

に、本来のマスタバ墓の形状と現在の壁画と

マスタバ建築物の破損との因果関係を研究

した。建築工学の観点からは、マスタバ建築

構造物の問題点の整理を行い、その改善案の

提案を行うために、マスタバ建築物の本来の

形状の復元を建築学的に行った。保存科学の

観点からは、マスタバ建築物の劣化原因に応

じた保全案の提案を行うために、このマスタ

バ墓に設置した温湿度のダータ・ロガーから

データを回収し、このマスタバ墓の環境を把

握するため分析を行った。絵画修復の技術的

観点からは、石灰岩のレリーフの劣化状態に

ついての情報を収集した。情報システム学の

観点からは、マスタバ墓内のレリーフの劣化

状況を精密に記録するためデータ作成を継

続して行った。 

 日本においても、エジプトで収集したデー

タの分析を進めるとともに、データベースの

作成方法を検討した。劣化状態、その原因、

保全策、本来のデザインなどこれまで蓄積し

たデータを組み込む方法を検討した。 

 2013 年度のエジプトでの調査は、夏期に実

施するべく準備を進めていたが、６月 30 日

にモルシ政権が軍によって崩壊し、数百名を

こえる死者が出るなど政情不安定により、現

地調査を断念した。本来の調査は、可能な限



り日本で代替することに努め、計画の多くの

部分を達成した。本来の計画では、マスタバ

墓の劣化状態のデータを現地で収集すると

ともに、その原因を検討し、マスタバ墓の保

全策を立てるとともに、本来のデザインを組

み込んだデータベースを構築し、気温・相対

湿度、石灰岩ブロック・顔料の現状と特製、

直射日光・雨・砂などの影響を踏まえた保全

策を提案する計画であった。データベースの

構築については、マスタバ墓のデータを３次

元化し、必要なデータを研究者にとって使い

やすい形で組み込む基本技術を開発した。 

多様な専門分野の研究者に使いやすい方

法を検討することに時間を費やした。このデ

ータベースに組み込むべき現地で入手した

各種データは、昨年度までに入手したものに

限られる。とりわけ、昨年度に現地に新たに

設置したダータ・ロガーのデータを回収でき

なかったため、今回の調査の成果に生かせな

かった。代わりに、理論上のデータを利用し、

データベースの基本動作を行えるようにし

た。マスタバ墓の保全案についても、2013 年

度に収集する予定であった最終的なデータ

を使用することができなかったため、その概

要を固める形にした。 

 なお、2013 度の調査中止によって現地で入

手できず、今年度に活用できなかったデータ

については、現地サッカラでの調査活動が継

続しているため、今後、活用していくことに

する。  
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